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研究成果概要 

１．はじめに 

210Pb はウラン系列に属する放射性核種で、地表近くの岩石や土壌中の 238U が放射壊

変し、希ガスの 222Rnを経由して生成される。一方、7Beは成層圏や対流圏上部において

宇宙線と大気中の酸素との反応により生成される。そこで、エアロゾル研究において

210Pbは大陸起源（土壌起源）物質の指標として、7Beは上層大気の輸送や大気中物質の

鉛直輸送のトレーサーとしてしばしば用いられてきた。このように 210Pb と 7Be はエア

ロゾルの挙動を推定するために重要な役割を担っていると考えられ、古くから世界各地

で降下量研究が行われてきた。これら核種の濃度は季節や観測地点によって変動が大き

いが、一定の地域的特性や経年変動がみられることが明らかになってきた。しかし、エ

アロゾル自体の粒径・化学組成などの性状が極めて多様で、地域的・時間的変動の原因

については未だ不明な点が多い。そこで本研究では、放射性核種を含む降下物の地表へ

の降下量を、東京都港区の東京海洋大学屋上において長期的に継続観測し、実際の降下

量の変動を観察すると同時に、その原因を明らかにすることを目的とした。 

 

２．方法 

大気降下物は、東京都港区（東京海洋大学）において水盤(有効面積 0.2m2)を設置し、

2002年 5月から 2003年 4月までは 1ヶ月間隔で、それ以降は 2週間隔で採取した。採

取した雨水中の 7Be、210Pbを２段カラム装置を用いてイオン交換樹脂（Grave社製）に

吸着させた。この樹脂を定型にしたものを試料として柏地下実験室内に設置されている

Ge半導体検出器（Canberra製）を用いて 1ヶ月程度測定を行い、そのデータを解析し

て 7Be、210Pbの濃度、降下量などを求めた。なお、降雨量の測定は行っていないため、

最寄の地点として羽田のアメダスデータを用いている。 

 

３．結果 

東京における 210
Pb及び 7

Beの平均年間降下量は、青森と比較して少なかった。これは、

青森と比較して、大陸縁辺から東京までの距離が遠いためと考えられるが、その減衰率

は既報値よりも大きかった。月間降下量の季節変動は概して小さく、月間降水量との間

に正の相関が認められたが、これは茨城県における報告例と同様であった。太平洋側に



おける研究例は少ないが、これらの傾向は太平洋岸の地域に特徴的である。本研究では、

東京都港区において放射性核種の降下量観測を行ったが、当該地域における観測結果は

ほとんどなく、これらの結果は大陸から都心までのエアロゾル輸送のプロセスを解明す

る一助となるものと考える。 
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